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50%になるまでの時間は，VIEWGEL®では約 2時間であったのに対して，7% L-HPC HGS
では約 5時間であり，L-HPC HGSの優れた水分保持性が明らかになった。また，L-HPC 
HGSにグリセロールを含浸させることで残存重量率および溶媒率の減少を抑えることがで
き，ゲルの硬化を抑制し，「しっとりとした」質感を維持できることも明らかになった。





論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
従来，固形製剤を調製する際に，崩壊剤等として用いられる低置換度ヒドロキシプロピル
セルロース（L-HPC）を利用し，粘着性を抑え，かつ十分な水分保持能を持つハイドロゲル
シートの調製を目指し，L-HPC濃度，またグリセロールの含浸の有無などの種々の条件に
てハイドロゲルシートを調製し，引張強度，粘着性，水分保持能等を評価し，剥離時に創傷
面を傷つける可能性の低い低粘着性で，且つ適度の湿潤環境を維持可能となる新規ハイド
ロゲルシート開発の可能性を示すことに成功した。また，同ハイドロゲルシートの粘着性を
評価するにあたっては，従来法では，指向する低粘着性を正確に評価できないことを明らか
とし，従って，低粘着性を評価可能とする評価法を開発，それを用いて調製したハイドロゲ
ルシートの低粘着性を明確に示すことに成功している。 
審査会においては，ハイドロゲルシートの調製法，また調製段階における詳細な説明の追
加，グリセロール含浸の手順についての詳細などが問われ，的確な回答がなされると共に，
本論文にそれが適切に反映された。また，統計解析について，主に7% L-HPCに対する有意
差検定がなされていたが，重要な製剤であるグリセロール含浸シートに対する有意性も示
すべきとの指摘がなされたほか，L-HPCの濃度変化について詳細を論ずるには各濃度間で
の統計解析も必要との指摘がされ，それらが適切に，本論文に，反映された。 
以上より，本論文は，L-HPCおよびグリセロールを利用した低粘着性で湿潤環境を維持
できる新規ハイドロゲルシートと調製し，その性質の評価にも成功しており，博士(薬科学)
の学位に値するものと判断した。 
